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　市の指定文化財になっている雀神社の社殿。ぎ
らぎらと照りつける日差しをものともせず、昆虫
を追いかける子どもたちの光景は、これからも変
わらないでほしいものです。
※古河市出身のイラストレーター中里昌子さんが描いています。

今月の表紙は
「雀神社」

Ｐ26

Ｐ20

Ｐ18

針谷市長からの
メッセージ

3 - 9 

10

11
12

13
14
15
16
17
18 - 19
20 - 21
22 - 35
36 

＜特集＞
古河の歴史を感じる
思いをつなぐ

◆�水害時、安全に避難するために/市内
を水害から守る

◆悪質商法に気を付けて/全国大会出場
◆人と農地を守る農業委員会
　
健康百科/公園日和
キラリ！輝く人たち
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/古河今昔物語
まちの話題Report！
子育て情報
お知らせページ
Kogastagram/読者アンケート

Contents　〈目次〉

　8月4日の古河花火大会には、市内外から多く
の来場者を迎え、盛大に開催されます。大会運営
は、警察官や消防士、各種関係機関や団体の皆さ
んと、翌日の会場清掃を行うボランティアの皆さ
んによって支えられています。
　華やかな花火大会の舞台裏で、汗を流して支え
る人たちに感謝をしながら、渡良瀬の夜空に描く
三尺の華を楽しみたいですね。
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知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な

い
古
河
の
歴
史
や
文
化
。
皆
さ
ん
は
ど

れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
室
町
時
代
に
鎌
倉
公
方
足
利
成し

げ

氏う
じ

が

管
領
上
杉
氏
と
対
抗
し
て
こ
の
地
に
移

り
、
古
河
公く

方ぼ
う

と
称
し
て
以
来
、
お
よ

そ
１
３
０
年
に
わ
た
っ
て
東
国
の
政

治
・
文
化
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
て
き

た
古
い
城
下
町
で
あ
っ
た
古
河
。

　
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
日
光
街
道
の

宿
場
町
と
し
て
も
発
展
し
、
江
戸
幕
府

の
大
老
格
で
あ
っ
た
土
井
・
堀
田
な
ど

が
統
治
す
る
幕
府
要
衝
の
地
で
も
あ

り
、
優
れ
た
文
化
を
育
ん
で
き
た
背
景

も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る
歴
史
や
文

化
を
知
る
こ
と
は
、
よ
り
一
層
古
河
へ

の
郷
土
愛
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
過
ご
し
て
い
る
夏
休

み
を
利
用
し
て
、
家
族
で
古
河
の
歴
史

や
文
化
を
肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

も
し
か
し
た
ら
今
ま
で
気
が
付
か
な

か
っ
た
一
面
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

友
達
に
自
慢
し
た
く
な
る
よ
う
な

「
古
河
」
が
一
つ
で
も
多
く
見
つ
か
る

と
い
い
で
す
ね
。

古
河
の
歴
史
を
感
じ
る

　
　   

思
い
を
つ
な
ぐ
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「篆刻という文化が古河に根付くために」

普
段
は
見
ら
れ
な
い

企
画
展
の
裏
側

　
博
物
館
で
い
つ
も
見
て
い
る

展
示
物
が
ど
の
よ
う
に
展
示
さ

れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
。
そ
こ
に
は
、
学
芸
員
の
知

識
と
経
験
、
そ
し
て
文
化
財
に

か
け
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
普
段
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
古
河
歴
史
博
物
館

の
企
画
展
示
の
裏
側
を
紹
介
し

ま
す
。

▲作品のキャプションを展覧会ごとに製作

守り、次代へつなげていきたい

篆
刻
に
興
味
を
持
っ
た
人
た
ち
が
体
験
を

通
し
て
よ
り
好
き
に
な
る
よ
う
に
、
丁
寧

な
指
導
を
心
掛
け
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
や
っ
て
み
た
ら
楽
し
か
っ
た
」「
今
度

は
講
座
で
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
み
た

い
」
と
話
す
体
験
者
が
数
多
く
い
る
の

は
、
北
野
さ
ん
を
含
め
た
桃
城
印
会
の
仲

間
の
思
い
が
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
篆
刻
の
指
導
員
を
し
て
い
る
と
、
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
え
る
か
ら
そ
れ
だ
け
で

も
楽
し
い
よ
と
笑
い
な
が
ら
話
す
北
野
さ

ん
。
穏
や
か
に
話
す
言
葉
に
は
、
生
井
子

華
を
超
え
る
よ
う
な
天
才
が
再
び
古
河
か

ら
生
ま
れ
る
よ
う
、
篆
刻
の
文
化
を
継
承

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
、
誰
よ
り
も
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

篆
刻
は
、
決
め
ら
れ
た
方ほ

う
す
ん寸(

四

角)

の
中
で
自
己
表
現
を
す
る
芸

術
で
あ
り
、
た
だ
印
章
を
作
る
だ
け
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
方
寸
の
世
界
に

遊
ぶ
」
と
い
っ
た
篆
刻
な
ら
で
は
の
奥
深

さ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
篆
刻
が
ま
ち
の
文
化
と
し
て
息
づ
く
古

河
。
そ
こ
に
は
、
日
本
で
唯
一
の
篆
刻
美

術
館
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
篆
刻
の
第

一
人
者
で
あ
る
生い

く

井い

し

か

子
華
の
出
身
地
で
あ

る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
生
井
子
華
の
ま
な
弟
子
で
あ
る
故
河か

わ

野の

隆た
か
し

氏(

大
東
文
化
大
学
書
道
学
科
名
誉
教

授)

は
師
の
志
を
引
き
継
ぎ
、
篆
刻
の
普

及
を
図
る
た
め
篆
刻
美
術
館
の
立
ち
上
げ

や
運
営
、
市
民
を
対
象
と
し
た
篆
刻
講
座

の
講
師
と
し
て
尽
力
し
ま
し
た
。

　
北
野
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら
始
ま
っ

篆
て ん こ く

刻体験指導員
桃
と う

城
じょう

印
い ん

会
か い

会長　北野芳男さん

▲桃城印会は、河野氏の教え子の山本晃一氏(帝京大学講師)を招き勉強会を
行っています。自身の作品をもとに指導を受ける表情は真剣そのものです

▲資料の状態を確認しながら、展示内容を検討

た
講
座
の
第
１
期
生
。
篆
刻

の
奥
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
講

座
の
卒
業
メ
ン
バ
ー
と
共
に

河
野
氏
の
協
力
を
得
て
自
主

講
座
と
し
て
「
桃
城
印
会
」

を
立
ち
上
げ
、
勉
強
会
や
篆

刻
文
化
の
普
及
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
篆
刻
美
術
館
の

事
業
に
協
力
し
、
篆
刻
体
験

や
市
内
小
中
学
校
の
卒
業
篆
刻
体
験
の
指

導
を
行
う
な
ど
、
師
事
す
る
河
野
氏
に
代

わ
っ
て
奔
走
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
す
。

　
そ
ん
な
北
野
さ
ん
の
行
動
を
支
え
る
原

動
力
は
、
自
分
が
教
わ
っ
て
き
た
篆
刻
と

い
う
文
化
を
絶
や
さ
ず
、
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

責
任
感
だ
と
話
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
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古河にしかない歴史や文化を

▲国指定重要文化財の取り扱いは慎重に ▲文化財を汚さぬようマスクを着用しての作業 ▲虫・カビなどの生物被害がないように掃除

古
河
城
の
出で

城し
ろ

界か
い
わ
い隈

に
古
く
か
ら
あ

る
建
物
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
市

民
の
憩
い
の
場
や
観
光
客
の
回
遊
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
る
お
休
み
処
坂
長
。

　
４
月
か
ら
坂
長
の
館
長
に
就
任
し
た
金

子
さ
ん
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
古
河
の
ま

ち
な
か
を
多
く
の
人
が
歩
く
に
ぎ
わ
い
あ

る
風
景
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
自
分
が
今

ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
少
し
で
も
生
か

し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
た
こ
と

で
し
た
。

　
多
く
の
人
に
古
河
の
ま
ち
歩
き
を
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
、
友
人
と
一
緒
に
４

年
前
か
ら
継
続
的
に
開
催
し
て
い
る
蚤の

み

の

市
「
ト
ロ
マ
ル
」。
毎
回
、
他
県
か
ら
数

万
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
気

が
付
い
た
の
は
、
そ
の
日
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
も
、
次
の
日
ま
で
そ
の
に
ぎ
わ
い

を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現

実
で
し
た
。

　
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
は
打
ち
上
げ

花
火
の
よ
う
な
一
時
的
な
も
の
。
本
当
に

必
要
な
こ
と
は
、
一
時
的
な
集
客
で
は
な

く
、
持
続
性
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

考
え
方
を
シ
フ
ト
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

お休み処　坂
さ か

長
ちょう

館長　金子典子さん
　

▲2階の和室がシェアスペースとして利用されます。歴史を感じる空間で膨
らませる創造の世界はいつも以上に広がるかもしれません

「頑張る人の背中をそっと押せる存在に」

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の

人
た
ち
が
自
身
の
ま
ち
の
魅

力
に
気
付
き
、
そ
の
ま
ち
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
考
え
る
日
々
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。

　
解
決
の
第
一
歩
と
し
て
、

「
日
々
の
暮
ら
し
に
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
プ
ラ
ス
す
る
蔵
＝ 

足
す
蔵
」

=

『
＋
蔵
～
タ
ス
グ
ラ
～
』
と
題
し
、
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ(

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ) 

を
活

用
し
た
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
の
開
設
や
市
民

の
「
や
り
た
い
」
思
い
を
実
現
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
ま
ず
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
気
軽
に
集

え
る
場
所
に
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り

を
し
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
を

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
手
掛
け
て
い
き
た
い

と
金
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
頑
張
る
人
の
背
中
を
後
押
し
し
、
一
緒

に
古
河
の
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う
と
奮
闘
す

る
姿
に
は
、
子
ど
も
を
そ
っ
と
応
援
す
る

母
親
の
よ
う
な
優
し
さ
が
同
居
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。



１

２
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駅前子育て広場

鍛冶町通り

停車場通り

古河城下
本陣跡

古河城下
高札場跡

河鍋暁斎
生誕の地

旧土井家
江戸下屋敷表門

古
河
一
小
赤
門 古

河
城
乾
門

古河藩盈科堂・教武所跡

古河城
追手門跡

古河城
御茶屋口門跡

古河文学館

お
休
み
処 

坂
長

古河歴史博物館

鷹見泉石記念館
奥原晴湖画室

古河城
獅子ヶ崎跡

日
光
街
道

七軒町通り

古河第二小学校

古河第一小学校

篆
刻
美
術
館

古
河
街
角
美
術
館

永
井
路
子
旧
宅

古河ゴルフリンクス

雀神社

古河花火大会
打ち上げ場所

はなももプラザ
至小山

至大宮

古
河
駅

古河藩
使者取次所跡

鷹見泉石
生誕の地

重臣屋敷の
長屋門跡

古河藩
古河城
桜門跡
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１

２

５

お休み処　坂長
旧古河城の文庫蔵を移築したと伝えら
れています。ギャラリーや物販などを
兼ねる回遊拠点。

9：00～22：00
年末年始
22-2781

古河歴史博物館
旧古河城出

で

城
じ ろ

跡に建てられた博物館。
古河藩家老鷹

た か

見
み

泉
せ ん せ き

石の資料や、奥
お く は ら せ い

原晴
湖

こ

、河
かわなべ

鍋暁
きょう

斎
さ い

らの書画を展示しています。
9：00～17：00(入館は16:30まで)
祝日の翌日(土曜日・日曜日を除く)

　 年末年始・館内整理日(第4金曜日)
22-5211

　JR古河駅の西口界
かい わ い

隈には、築100年を超える歴史的な建物や昔
の面影ある小道などが残されています。車で通ると見逃してしま
いそうな風情ある景色が、歩いてみるとたくさん見つかるはずで
す。今まで知らなかった古河を見つけてみませんか。



３ ４ ５

６

７

駅前子育て広場

鍛冶町通り

停車場通り

古河城下
本陣跡

古河城下
高札場跡

河鍋暁斎
生誕の地

旧土井家
江戸下屋敷表門

古
河
一
小
赤
門 古

河
城
乾
門

古河藩盈科堂・教武所跡

古河城
追手門跡

古河城
御茶屋口門跡

古河文学館

お
休
み
処 

坂
長

古河歴史博物館

鷹見泉石記念館
奥原晴湖画室

古河城
獅子ヶ崎跡

日
光
街
道

七軒町通り

古河第二小学校

古河第一小学校

篆
刻
美
術
館

古
河
街
角
美
術
館

永
井
路
子
旧
宅

古河ゴルフリンクス

雀神社

古河花火大会
打ち上げ場所

はなももプラザ
至小山

至大宮

古
河
駅

古河藩
使者取次所跡

鷹見泉石
生誕の地

重臣屋敷の
長屋門跡

古河藩
古河城
桜門跡
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３ ４ ５

６

７鷹見泉石記念館・奥原晴湖画室
古河藩家老であった鷹見泉石が晩年過
ごした武家屋敷。隣接した画室は、明
治時代を代表する女流画家奥原晴湖の
画室を移築したもの。

9：00～17：00(入館は16:30まで)
祝日の翌日(土曜日・日曜日を除く)　

　 年末年始・館内整理日(第4金曜日)
22-5211(古河歴史博物館)

古河文学館
永井路子をはじめとする、古河市ゆかり
の作家の作品や、絵雑誌『コドモノク
ニ』の関連資料などを展示しています。

9：00～17：00(入館は16:30まで)
祝日の翌日(土曜日・日曜日を除く)

　 年末年始・館内整理日(第4金曜日)
21-1129

篆刻美術館
日本で初めての篆

て ん

刻
こ く

の美術館。大正9
年に建てられた3階建ての石蔵は、国
の登録有形文化財になっています。

9：00～17：00(入館は16:30まで）
祝日の翌日(土曜日・日曜日を除く)

　 年末年始・館内整理日(第4金曜日)
22-5611

古河街角美術館
古河市ゆかりの作家作品を中心に展覧
会を開催しています。

9：00～17：00(入館は16:30まで)
祝日の翌日(土曜日・日曜日を除く)

　 年末年始・館内整理日(第4金曜日)
22-5911

永井路子旧宅
直木賞作家、永井路子の旧宅(江戸末期
建築)を修復し、一般公開しています。

9：00～17：00(入館は16:30まで)
祝日の翌日(土曜日・日曜日を除く)

　 年末年始・館内整理日(第4金曜日)
21-1129(古河文学館)
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日本で初めての
篆
て ん こ く

刻の美術館

篆
刻
体
験

　
指
導
員
の
丁
寧
な
指
導
の
下
、
自
分
だ

け
の
印
章
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
８
月

31
日(

金)

ま
で
は
特
別
料
金
で
体
験
で
き

ま
す
。

【
１
文
字
】

費
用　
高
校
生
以
上
１
１
０
０
円
、
小
中

学
生
４
０
０
円

内
容　
印
材
の
サ
イ
ズ
５
分(

1.5
㎝
×
1.5
㎝)

【
２
文
字
】

費
用　
高
校
生
以
上
１
４
０
０
円

内
容　
印
材
の
サ
イ
ズ
７
分(

2.0
㎝
×
2.0
㎝)

申
込　
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
み

※
体
験
時
間
や
休
館
日
等
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
篆
刻
美
術
館
美
術
学
習
室

℡
２
１
‐
１
１
４
１

忘
れ
ら
れ
な
い
夏
の
思
い
出
を

歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
紹
介

古河城出
で

城
じ ろ

跡
に佇

たたず

む博物館

企
画
展
「
写
真
の
役
割
」

　
写
真
の
持
つ
役
割
と
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。
架
空
の
学
芸
員
で
あ
る

博ひ
ろ
も
の物

館か
ん

太た

郎ろ
う

が
ご
案
内
し
ま
す
。

期
間　
９
月
２
日(

日)

ま
で

時
間　
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分

ま
で)

費
用　

大
人
４
０
０
円
、
小
中
高
生

１
０
０
円

問　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

大正ロマンの
香りが漂う洋館

鷹
見
久
太
郎
と
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ

「
１
ペ
ー
ジ
の
絵
本
」
の
原
画
展　

　
古
河
出
身
の
鷹た

か

見み

久き
ゅ
う

太た

郎ろ
う

が
創
刊
し
、

児
童
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
絵

雑
誌
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
の
魅
力
を
、
そ

の
原
画
を
活
用
し
た
公
募
企
画
「
１
ペ
ー

ジ
の
絵
本
」
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間　
11
月
21
日(

水)

ま
で

時
間　
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分

ま
で)

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50
円

問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

▲蓄音器でのSPレコード観賞会や、朗読会な
ども行われるサロンは、美しい木組みに演出さ
れた、ゆったりとしたくつろぎの空間です

▲ホールにはオランダ製のストリートオルガン
が展示してあり、異国の音色を楽しむことがで
きます

▲2時間ほどで世界にひとつだけの印章を制作することができ
ます
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歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
紹
介

旧古河城の
文庫蔵を移築した

蔵
で
酔よ

い
宵よ

い
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

　

弾
き
語
り
ギ
タ
ー
や
Ｄ
Ｊ
、
ウ
ク
レ

レ
、
レ
コ
ー
ド
＆
映
画
鑑
賞
な
ど
毎
回
趣

向
を
こ
ら
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ

る
蔵
の
中
庭
で
行
う
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
す
。

期
日　
８
月
毎
週
金
曜
日
、
14
日(

火)

・

15
日(

水)

時
間　
18
時
～
21
時
30
分

【
タ
ス
ク
ラ
ス
】

夏
の
疲
れ
を
耳
か
ら
知
ろ
う

日
時　
８
月
31
日(

金)
①
13
時
～
15
時
②
18
時
30
分
～
20
時

定
員　
各
回
６
名
程
度

費
用　
２
３
０
０
円

※
ケ
ー
キ
ド
リ
ン
ク
セ
ッ
ト
付
き
。

内
容　
体
調
改
善
の
耳
ス
ト
レ
ッ
チ
法

問　
お
休
み
処 

坂
長
℡
２
２
‐
２
７
８
１

レンガ調の
趣
おもむき

ある美術館

茨
城
県
美
術
展
覧
会

平
成
29
年
度
古
河
市
出
品
者
作
品
展

　
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
出
身
で
、
前

年
度
の
県
展
に
出
品
し
た
人
の
日
本
画
、

洋
画
、
工
芸
美
術
、
書
、
篆
刻
、
写
真
を

展
観
し
ま
す
。

期
間　
８
月
19
日(

日)

ま
で

時
間　
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分

ま
で)

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１

本紙で紹介した施設を全て巡った人に景品をプレゼント
期間　8月1日(水)～31日(金)
対象施設　古河歴史博物館、古河文学館、篆刻美術館、
古河街角美術館、お休み処坂長
景品引渡場所　古河歴史博物館
※景品の数には限りがあります。無くなり次第終了とな
りますので、あらかじめご了承ください。
※1人1回のみ有効。他人の分は押印しないでください。
※有料施設は入館料を支払った人に限ります。

▲１階展示室は常設展示・企画展会場として古
河市にゆかりのある作品を展示。２階展示室は
市民ギャラリーとして貸し出しをしています

▲おもむきを感じる店蔵では市内の特産品を販売しています。
古物の展示棚なども店内の雰囲気を引き立てます

篆刻美術館

古河文学館 古河歴史博物館

お休み処坂長古河街角美術館

Start!

Goal!

※施設を巡る順番は目安となります。

①

④ ⑤

③②

各館のスタッフが
スタンプを押印し
ますので、声掛け
ください。
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市内を水害から守る
　市内に降った雨水は、側溝・排水路等に流入
し、最後は渡良瀬川・利根川に流れ込みます。大
雨により河川水位が上昇すると、自然排水ができ
なくなります。
　河川からの逆流を防止するために水門を閉め、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は

　
市
で
は
、
洪
水
時
の
避
難
情
報

に
着
目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、
災
害
発

生
を
前
提
に
、
関
係
機
関
が
連
携

し
て
災
害
時
の
状
況
を
あ
ら
か
じ

め
想
定
し
「
い
つ
」「
誰
が
」「
何

を
す
る
か
」
に
着
目
し
て
、
防
災

行
動
を
時
系
列
で
整
理
し
た
計
画

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
災
害
時
に
先
を
見

越
し
た
対
応
が
可
能
に
な
り
、
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

水害時、安全に避難するために
　毎年、各地で甚大な被害をもたらす災害が発生しています。市内には多くの河川があるため、日頃からの
準備が重要です。災害に備えて、地域の防災について考えましょう。

【問】消防防災課(総和庁舎)　℡92-3111

避
難
勧
告
等
に
つ
い
て

　
市
で
は
河
川
が
決
壊
、
ま
た
は

決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
避
難

準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
、
避

難
勧
告
、
避
難
指
示(

緊
急)

の
避

難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
違
い
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う

場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
る
場

合
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
防
災

行
政
無
線
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
車
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
な
ど

で
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｃｈｅｃｋ！ 避難情報の種類

◎市から発令する避難情報は3種類あります

Ｃｈｅｃｋ！ よくある質問

避難と言われたらどこに行けばいいですか?

まずは、高台や避難所等の命を守れる場所へ避
難することが大切です。日頃から市ハザード
マップ等で浸水区域や避難場所を確認し、早め
の避難を心掛けてください。

避難所は住んでいる地区(自治会・行政区)ご
とに決まっていますか?

決まっていません。避難勧告以上の発令時は、
市内全ての避難所を開設します。逃げやすい避
難所に避難してください。

市内に５カ所・境町に１カ所ある土地改良区等の
排水機場で、排水ポンプを稼働して河川側へ強制
的に排水し、市街地浸水や農地冠水の被害軽減を
図っています。

【問】土地改良課(三和庁舎)　℡76-1511

▲

冠
水
し
た
農
地

▲

冠
水
し
た
道
路

□避難準備・高齢者等避難開始
　高齢者および障がい者、幼児など避難に
時間のかかる人は避難を開始する段階で
す。それ以外の人も避難所や避難経路の確
認など準備を開始してください。
□避難勧告
　災害発生の恐れが高まり、避難が必要な
段階です。個人の状況に応じた適切な避難
を開始してください。
□避難指示(緊急)
　すぐに災害が発生してもおかしくない極
めて危険な段階です。避難していない人
は、直ちに避難をしてください。

高い

命
の
危
険
度

低い



　 　

全国大会出場
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【マスターズⅠ女子72㎏級】
櫻井美幸さん(BIGGUNS)

2018世界クラシックベンチプレス
選手権大会

悪質商法に気を付けて
　高齢者を狙った事例が多発しています。平成29年度、古河市消費生活センターに寄せられた相談は801件
でした。そのうち65歳以上の高齢者が関わる相談が250件(約31％)ありました。
　高齢者の多くが抱えている「お金」と「健康」に関する不安に、悪質業者が言葉巧みに付け込むケースが
みられます。特に高齢者は一人で自宅にいることが多いため、訪問販売や電話勧誘販売などのトラブルに遭
いやすいのも特徴です。

【問】古河市消費生活センター(古河庁舎商工政策課内)　℡23-1718

9月は高齢者被害防止月間です

　「3年以内に自然災害で住宅が痛んだ場合には、住
宅支援をします。訪問するので、15分ぐらい家の周
りを一緒に見てほしい」と電話がかかってきた。住
宅支援と言われたので公的機関と思い承諾した。
　訪問され家の周りを点検したところ、雨どいがゆ
がんでいると言われた。業者は「火災保険に加入し
ているか」「保険金で修理する」と言い、修理と手
続きは業者が行うと説明されたので契約書にサイン
をした。信用してもいいのか。

相談事例

　火災保険は、火災だけでなく、地震や台風などの
自然災害や盗難などによって、建物や家財などに生
じた損害を補償する保険です。一方で損害内容によっ
ては、保険の支払い対象外になる場合もあります。
　保険会社への手続きは業者に依頼しなくても自分
で行えます。まずは、加入している保険会社に確認
してください。家の修理や保険の手続きが必要なけ
れば、契約をクーリングオフできます。

出前講座開講中

　古河市消費生活センターでは、10人以上
の団体グループなどを対象に出前講座「私は
ダマされない！　～消費者被害に遭わないた
めに～」を開催しています。
　最新の相談事例、対処方法などわかりやす
く説明します。ぜひ申し込みください。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

13,392 13,824 14,154

18,212

10,573 10,641
13,139 13,196

H26 H27 H28 H29

特殊詐欺の認知件数の推移(全国)

(件)
件数(全体)

件数(高齢者)

平成29年の特殊詐欺の認知状況(全国)

順位 手口 件数 被害額
1位 オレオレ詐欺 8,496件 208億円
2位 架空請求詐欺 5,753件 128億円
3位 還付金詐欺 3,129件 36億円

オレオレ詐欺や還付金詐欺
件数の9割以上は高齢者の
被害になっているそうです。

資料：特殊詐欺認知・検挙状況等について(警察庁)

古河市消費生活センターへの

アドバイス
相談員からの

資料：特殊詐欺認知・検挙状況等について(警察庁)
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人と農地を守る農業委員会
　農業委員会は、地域農業の担い手を育成・サポートする活動に取り組んでいます。その活動の一部を紹介
します。

【問】農業委員会事務局(三和庁舎)　℡76-1511

新規就農者の紹介

阿部直人さん・美穂さん(久能)

古河市で青パパイヤ栽培

聞き手 永塚文男委員
後藤三郎委員

　北海道出身の阿部直人さんは、仕事でメキシコ
に駐在している時に農業に興味を持ったと言いま
す。帰国後、工業系の仕事の経験を生かして一人
でもできる農業はないかと考え、試行錯誤をしな
がらたどり着いたのが青パパイヤの栽培でした。
　さまざまな種類を試験栽培しながら研究を重
ね、古河で栽培するのに最適な青パパイヤの栽培
に出会ったとのことです。

　現在、青パパイヤがより身近な食べ物になるよ
う、レストランの料理人と共に加工品やレシピの
開発を行い、生産するだけでなく商品化にも力を
入れています。
　一人でもできる農業で生計を立てることを当面
の目標にしている阿部さん。将来は、パパイヤの
花の香りに包まれながら食事もできる観光農園を
開きたいと、力強く話していました。

農業委員レポート

樫村和雄さん・栄子さん(尾崎)

サツマイモ苗の生産を
これからも

聞き手 関勝雄委員
塚原勝雄委員

　葉タバコや米を栽培をしている樫村さん。タバ
コの葉の乾燥用ビニールハウスを利用して、サツ
マイモの苗を仕立てています。
　サツマイモの苗の生産を始めたのは、30 年程
前に知人から勧められたのがきっかけと話しま
す。当時は 3 軒で苗栽培を行っていましたが、
今では樫村さんだけになってしまいました。
　栽培は 2 月中旬から始まります。ビニールハ
ウス内に落ち葉、米ぬか、油かすを混ぜて発酵熱
を利用した踏

ふ み ど こ

床を作り、地温を高めることで関東

地方の植え付けに合わせます。
　3 月中旬には種イモを伏せ込み、4 月下旬から
6 月中旬に苗が 25㎝～ 30㎝になったころに芽を
切り取り出荷します。栽培品種はベニアズマ、ベ
ニハルカ等で、多い日には 150 束～ 200 束もの
量になるといいます。
　手間のかかる大変な作業ですが、自分の栽培し
た苗を楽しみに待ってくれる人たちがいると思う
と、これからも一生懸命頑張っていかなければな
らないと意気込みを語ってくれました。
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三和ふるさとの森に
足を運びませんか？ 

お酒とがんの話

　ビールのおいしい季節がやってきました。つい
つい飲み過ぎてしまうアルコールですが、たばこ
同様発がん性があります。今回は、お酒に弱い人
がたくさんお酒を飲むと胃がんのリスクが増える
かもしれないという話をします。
　アルコールは、アルコールを代謝する酵素に
よって毒性のあるアセトアルデヒドに変わり、ア
セトアルデヒドは、これを代謝する酵素によって
無毒の酢酸に変わります。
　お酒をたくさん飲む人は飲まない人より胃がん
になりやすい。お酒に弱い人は強い人より胃がん
になりやすい。そうなら話は簡単ですが、この比
べ方では差はでません。
　そこで、お酒に弱い人と強い人、お酒をたくさ

尾崎国民健康保険診療所
　　　　　　　鈴木義章

ん飲む人と飲まない人で4つのグループに分けま
した。そうすると、お酒に弱いがたくさん飲む人
と、お酒に強いがあまり飲まない人で、がんのリ
スクに違いがでました。
　お酒に弱い人には、アルコールを分解する力が
弱い人と、アセトアルデヒドを分解する力が弱い
人がいますが、アセトアルデヒドがより悪いとい
う報告が多いようです。
　アルコール分解の弱い人は、血中のアルコール
濃度が高くなるので酔いがまわりやすい。アセト
アルデヒド分解の弱い人は、アセトアルデヒドで
毛細血管が拡張して顔がすぐ赤くなる。ですか
ら、お酒を飲んですぐ顔に出る人は、飲み過ぎに
特に注意が必要ですね。

気持ちいいですよ。近くには遊具や芝生広場もあ
り、27mもあるローラー式滑り台は子どもに大
人気です。
　夏休みに、家族で利用してみませんか？　施設
も広いので団体での利用をお待ちしています。

【問】三和ふるさとの森管理事務所　℡ 77-3813

　本格的な暑さの到来ですね。ふるさとの森に
は、自然の森の中にバーベキュー広場がありま
す。5つの炉、炊事場、バーベキュー機材の貸し
出し、炭の販売もしていますので、食材だけで気
軽にバーベキューを楽しめます。
　真夏の木陰で楽しむバーベキューも乙なもので
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　　　　　　園
そ の

部
べ

泰宏 さん(大堤・43歳)

自
分
の
好
物
の
マ
ン
ゴ
ー

　
観
葉
植
物
の
栽
培
を
行
う
花か

卉き

農
家
と
し
て
オ
リ
ー
ブ
や
ア
カ
シ

ア
な
ど
を
中
心
に
出
荷
し
て
い
る

園
部
さ
ん
。
マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
す

る
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
大
好
物

で
あ
る
マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
す
れ

ば
、
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
と

思
っ
た
か
ら
と
笑
い
な
が
ら
話
し

ま
す
。

　
当
初
は
、
古
河
で
の
栽
培
に
は

な
じ
み
の
な
い
マ
ン
ゴ
ー
を
育
て

る
た
め
に
は
ど
ん
な
も
の
が
必
要

な
の
か
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

過
ぎ
て
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
言

い
ま
す
。

先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
悩
む
園
部
さ
ん
が
頼
っ
た
の
は
、

県
内
で
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
を
し
て
い

る
仕
事
仲
間
の
先
輩
で
し
た
。
農

園
を
訪
問
し
、
ど
の
よ
う
な
品
種

が
い
い
の
か
、
ど
ん
な
設
備
が
必

要
な
の
か
、
今
ま
で
分
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
教
え

て
も
ら
い
、
必
要
な
こ
と
を
一
つ

ず
つ
準
備
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
番
準
備
が
大
変
な
大
型
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
観
葉
植
物
栽
培

で
す
で
に
使
用
し
て
い
た
の
で
、

新
し
く
作
ら
ず
に
済
ん
だ
の
も
想

　南国のフルーツのイメージが強いマンゴーの栽培を3年前から
始めた園部さん。まだ生産量は少ないながらも、高い糖度のマ
ンゴーを栽培しています。
　古河ではなじみの薄いマンゴー作りに挑戦する園部さんに、
これからの目標を伺いました。

定
よ
り
早
く
試
験
栽
培
に
入
れ
た

要
因
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

試
行
錯
誤
の
連
続

　
３
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
試
験
栽

培
。
園
部
さ
ん
が
選
ん
だ
品
種

は
、
ア
ー
ウ
ィ
ン
と
呼
ば
れ
る
宮

崎
県
の
「
太
陽
の
た
ま
ご
」
と
同

じ
も
の
。
ど
う
す
れ
ば
き
れ
い
な

赤
色
に
な
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

糖
度
が
高
く
な
る
の
か
挑
戦
と
失

敗
の
繰
り
返
し
な
が
ら
求
め
る
品

質
に
近
づ
け
て
い
っ
た
と
言
い
ま

す
。

　
樹
上
で
完
熟
し
た
も
の
の
み
を

収
穫
す
る
た
め
、
マ
ン
ゴ
ー
に

ネ
ッ
ト
を
付
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
細
か
な
と
こ
ろ
に
も
気
を
付
け

て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
を
付
け
る
時
期
が
早
い

と
マ
ン
ゴ
ー
の
実
に
網
目
の
日
焼

け
が
で
き
て
し
ま
う
、
逆
に
遅
い

と
地
面
に
落
ち
て
し
ま
う
リ
ス
ク

が
高
ま
る
の
で
判
断
が
難
し
か
っ

た
そ
う
で
す
。

宮
崎
県
産
に
負
け
な
い
品
質
を

　
園
部
さ
ん
が
、
栽
培
す
る
際
に

心
掛
け
て
い
る
の
は
全
国
に
誇
れ

る
も
の
を
栽
培
し
た
い
と
い
う
思

い
。「
太
陽
の
た
ま
ご
」
の
糖
度

15
度
以
上
と
い
う
基
準
に
対
し
、

糖
度
が
20
度
程
度
の
も
の
を
継
続

的
に
収
穫
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら

そ
の
品
質
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
宮
崎
県
に
は
無

い
昼
と
夜
の
気
温
差
を
利
用
し
、

徹
底
し
た
温
度
と
水
の
管
理
を
行

う
園
部
さ
ん
の
努
力
が
垣
間
見
え

ま
す
。

　
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
本
格
出
荷

に
合
わ
せ
、
道
の
駅
「
ま
く
ら
が

の
里
こ
が
」
で
も
販
売
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
多
く
の
人
に
、
自
慢
の
古
河

産
マ
ン
ゴ
ー
を
食
べ
て
も
ら
う
た

め
、
も
っ
と
販
路
を
広
げ
た
い
と

話
す
園
部
さ
ん
か
ら
は
、
強
い
覚

悟
と
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

古河から全国に誇れるマンゴーを



お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メー
ルのタイトルを「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住
所・電話番号」を明記し、hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp( 秘書広報課)へ申し込みください♪

いいこが育つ古河今月の古河っ子
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水
み ず お ち

落えま ちゃん

 (平成2９年1月生まれ・下大野)

　大好きなじぃちゃんと諸川カラッ

ト公園で笑顔いっぱいのえまです。

(父：一司、母：翼)

　暴れん坊な夏楓。いつもニコニコ

元気いっぱい育ってね☆

(父：幸輝、母：奈津美)

　いつもニコニコ笑顔のゆうくん。

元気に大きくなあれ！

(父：貴俊、母：美穂)

小村夏
か え で

楓 くん

 (平成2９年7月生まれ・久能)

鈴木悠
ゆ う

悟
ご

 くん

 (平成2９年11月生まれ・本町)

　私には公認会計士になるという夢があります。理
由は私は珠算を習っていて、その中で得た知識・技
能を生かせる仕事が公認会計士だと思ったからです。
　そのために私は、たくさんの知識を身につけつつ
見解を広げ、努力を惜しまず勉強していこうと思っ
ています。そして、夢を叶えてたくさんの人たちの
役に立てるよう、今できることをこれからも頑張っ
ていきたいと思っています。

公認会計士を目指して
これからも努力を

竹内涼さん  古河第一中学校3年生
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胞
衣
に
何
を
期
待
す
る
の
か

　
　
　
～
あ
の
世
と
こ
の
世
に
胞
衣
と
子
ど
も
～

栃
木
県
で
の
見
聞
か
ら

　

栃
木
県
の
あ
る
ま
ち
を
訪
れ
た
と

き
、
地
図
の
上
に
「
胞え

な衣
神
社
」
と
い

う
文
字
を
み
つ
け
た
。

　
胞
衣
と
い
え
ば
、
出
産
に
伴
い
母
体

か
ら
は
が
れ
落
ち
て
く
る
胎
盤
と
羊よ

う
ま
く膜

な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
冠
し
た
神
社

と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
少
々
気
に

な
っ
た
の
で
現
地
を
歩
い
て
、
ご
近
所

で
お
話
を
伺
っ
て
み
た
。

　
そ
こ
は
共
同
墓
地
の
一
角
と
な
っ
て

い
る
が
、
注し

め連
縄な

わ

を
張
っ
た
祠ほ

こ
ら

が
あ

る
。
聞
け
ば
、
こ
こ
に
は
そ
の
地
域
の

人
々
の
胞
衣
が
埋
め
ら
れ
て
い
て
、
毎

年
６
月
に
有
志
が
集
ま
っ
て
お
参
り
を

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

公
方
公
園
の
胞
衣
松

　
と
こ
ろ
で
胞
衣
と
い
え
ば
、
古
河
公く

方ぼ
う

公
園
に
「
胞
衣
松
」
と
呼
ば
れ
る
松

が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
地
誌

『
古こ

が

し

河
志
』
に
よ
れ
ば
、
足
利
氏
ゆ
か

り
の
人
物
の
胞
衣
を
埋
め
、
こ
こ
に
松

を
植
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

　

足
利
成し

げ
う
じ氏

が
公
方
と
し
て
古
河
に

や
っ
て
く
る
前
の
、
鎌
倉
で
の
も
ろ
も

ろ
の
儀
礼
を
記
し
た
も
の
を
読
ん
で
み

る
と
、
確
か
に
子
ど
も
が
産
ま
れ
る

と
、
陰お

ん

陽み
ょ
う

師じ

に
方
位
を
見
て
も
ら
っ

て
胞
衣
を
埋
め
、
そ
の
地
に
松
を
植
え

る
の
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
行
為
を
記
録
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
足
利
氏
の
正

式
な
作
法
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

胞
衣
を
ど
う
し
て
き
た
の
か

　
こ
う
し
た
作
法
に
つ
い
て
各
地
の
事

例
を
み
て
み
る
と
、
踏
ま
れ
た
ほ
う
が

よ
い
と
い
っ
て
、
主お

も

屋や

の
軒の

き
し
た下

や
入
口

の
下
に
埋
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
、
ま
た
そ
の
逆
で
踏
ま
れ
な
い
ほ
う

が
よ
い
と
い
っ
て
、
お
産
を
し
た
部
屋

の
床
下
に
埋
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
胞
衣
の
処
理
は
、

時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。

　
そ
ん
な
身
近
な
場
所
へ
の
埋ま

い
の
う納

は
、

伝
染
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
法
令
に

よ
っ
て
規
制
さ
れ
、
各
地
で
胞
衣
の
処

理
業
者
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
古

河
で
も
、
大
正
３(

１
９
１
４)

年
古
河

胞
衣
合
名
会
社
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
行
わ
れ
て
き
た
「
胞
衣
を
密ひ

そ
か

に
床
下

又
は
住す

み

家か

の
近き

ん
ぼ
う傍

に
埋
む
る
等
非
衛
生

の
弊へ

い
ふ
う風

」
を
廃
絶
す
る
運
動
を
し
て
い

く
の
で
す
。

端
午
に
胞
衣
の
お
祭
り
を
す
る

　
そ
う
い
え
ば
、
10
年
ほ
ど
前
、
野
木

町
の
Ｉ
さ
ん
か
ら
、
胞
衣
を
埋
納
し
て

い
た
と
い
う
古
河
の
胞
衣
埋い

け
場ば

に
つ

い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
垣か

き

根ね

で

囲
ま
れ
た
そ
の
一
角
は
、
西
側
に
入
口

が
あ
り
、
真
ん
中
に
木
造
の
ち
ょ
っ
と

し
た
祠
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
昭
和
の
初
め
ぐ
ら
い
ま
で
、
５
月
５

日
に
な
る
と
、
神
官
と
と
も
に
古
河
の

助
産
婦
会
20
人
ほ
ど
が
、
野
道
を
ぞ
ろ

ぞ
ろ
と
歩
い
て
来
て
お
祭
り
を
し
て
い

た
と
い
う
。

　
胞
衣
は
、
い
わ
ば
こ
の
世
へ
生
み
出

さ
れ
た
子
ど
も
の
分
身
の
よ
う
な
も

の
。
端た

ん

午ご

の
節せ

っ

供く

に
お
祭
り
な
ん
て
、

き
っ
と
そ
の
分
身
は
地
下
の
あ
の
世
へ

戻
さ
れ
な
が
ら
も
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
る
成
長
を
見
守
っ
て
い
く
存
在
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
胞
衣
は
、
最
初
に
踏
ん
だ
者
を
そ
の

子
が
恐
れ
る
と
言
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
父
親
が
ま
ず
踏
ん
で
お
く
の
だ
と

い
う
。
親
の
威
厳
な
ん
て
も
ん
は
、
こ

う
し
て
築
か
れ
た
も
の
か
と
…
。

　
一
方
、
私
が
ち
っ
と
も
裕
福
に
な
れ

な
い
の
は
、
き
っ
と
よ
ほ
ど
の
大
金
持

ち
が
踏
ん
で
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

「
ゑえ

な
の
上
初し

ょ

手て

金
持
が
ふ
ん
だ
ろ

う
」（『
川
柳
評ひ

ょ
う

万ま
ん

句く

合あ
わ
せ

』）

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員　
立
石
尚
之

▲古河城観音寺曲輪で発見された胞衣容器
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つつみ公民館

提供：鈴木一雄氏

【一般書/小説】 
青くて痛くて脆

も ろ

い
　　　　　　　住野よる　著
　僕が、秋好が残した嘘を、
本当に変える。それは僕に
とって、世間への叛

は ん

逆
ぎゃく

を意味
していた。青春の煌

きらめ

きと残酷
さを痛烈に描ききった“喪
失”のその先の物語。
　　出版社…KADOKAWA

【一般書/料理】 
魔法のポリ袋レシピ
　　　　　　　　mako　著
　ローストビーフ、オムレ
ツ、ポテトサラダ…。ポリ袋
に食材を入れてお湯でゆでる
だけ！　伝説の家政婦が、初
心者でも簡単にできるセミ真
空調理レシピを多数紹介しま
す。日本テレビ系番組「沸騰
ワード10」から生まれた本。
　　　出版社…ワニブックス

【児童書/文学】 
花見べんとう
　　　　　　二宮由紀子　作
　今日はお花見にでかけると
いう春の日の朝。「こんにち
は」とやってきたのは、卵焼
き。トリのからあげや、ミー
トボールもやってきて…。
　花見べんとうの中でくりひ
ろげられる、ドタバタ大さわ
ぎの落語ワールド。
　　　　　出版社…文研出版

【絵本】 
おはなみくまちゃん
シャーリー・パレントー　文
　桜が満開になりました。く
まちゃんたちはお花見をする
ことに。バスケットを準備し
て、太鼓を叩き、凧

た こ

を持って、
お花見の始まりです！　美し
い色彩で、くまちゃんたちの
愛らしいしぐさや表情を描い
た、豊かな心を育てる絵本。
　　　　　出版社…岩崎書店

東磯部生活改善センターの敷地で行われていた盆踊り。写真が
撮影された昭和30年代は、盆踊りに地域の人たちが集まり盛
大に催されていました。この場所にたたずむ大日尊は今も昔と
変わらず地域の人たちの生活を見守っているように見えます。
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▲開花してから4日ほどで花びらを落としてしまう大賀ハス。その大輪は、
はかなさと力強さを兼ね備えているように見えます

池を彩る夏の風物詩
古河公方公園
大賀ハス

　7月10日、三和地域福祉センターで健康1
ワンアップ

UP
教室を開催しました。健康診断の結果から自分の
健康状態を見直し、生活習慣病の予防を目的とし
て全3回行います。
　第1回目となる今回は、生活習慣病や食事につ
いて保健師・栄養士にアドバイスを受け、知識を
深めました。

自分自身に元気をプレゼント
健康1UP教室
〜もっと健康になるために〜

健康な歯は正しいブラッシングから
30歳代からの
お口の健康チェック

　6月下旬から7月下旬にかけて古河公
く

方
ぼ う

公園の蓮池に大賀ハスが大輪を咲かせ
ました。
　大賀ハスは、千葉市内で2千年前の地
層から発見。その後、発芽に成功し、全
国各地に移植された古代ハスの一種で
す。昭和50年に公園開設を記念して2本
が株分けされ、今では約3千平方メート
ルの蓮池いっぱいに広がっています。
　開花期間中、写真愛好家や散歩する市
民の目を楽しませていました。

　7月1日、健康の駅で30歳代からのお口の健康
チェックを開催しました。これは30歳代から40
歳代で急増してくる歯周病を予防することで、生
活習慣病の予防につなげる目的で行われています。
　参加者は普段はできない口

こ う

腔
く う

機能検査やブラッ
シング指導、フッ化洗口を体験し、セルフケア能
力を高めることができました。

▲正しいブラッシング方法でこれからも健康的な歯を

▲健診結果をもとに、健康づくりについて学びました。
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茨城を食べよう運動推進事業
旬のトウモロコシ
収穫体験

▲ラベンダーの香りを楽しみながらブローチを作りました

爽やかな香りが広がる
古河公方公園
ラベンダーグッズ作り教室

　6月30日、市内農家の女性グループ
「食

しょく

遊
ゆ う

三和」が食に関する意識を高め地
産地消を推進するために、茶摘みと釜炒

い

り茶作り体験を開催しました。
　参加者は、会場のお茶の丸太園で、茶
葉を鉄釜で炒り発酵を止める作業(殺

さ っ

青
せ い

工程)やござの上で茶葉を揉
も

む作業(揉
じゅう

捻
ね ん

工程)を体験しました。
　お茶の種類や工程の説明を聞きながら

「これからもっとお茶を楽しみたい」と
話していました。

茨城を食べよう運動推進事業
茶摘みと
釜炒り茶作り体験

▲初めて体験する茶葉の釜炒り。釜炒りで感じる茶葉の温もりと立ち上るお
茶の香りを楽しんでいました

▲一生懸命収穫したトウモロコシはどんな味がするかな

　市内農家の女性グループ「食遊三和」が、7月
14日に旬のトウモロコシ収穫体験を開催しまし
た。44人の参加者は、大人の背丈よりも高いト
ウモロコシの畑に入り、大きい実を楽しそうに探
しました。収穫したトウモロコシを焼き「甘くて
おいしい」とほおばる笑顔が見られ、地元野菜へ
の関心が高まりました。

　6月23日、古河公方公園でラベンダーグッズ作
り教室が開催されました。公園で刈り取ったラベ
ンダーを使ってオリジナルグッズを作るイベント
には多くの親子が参加しました。
　ラベンダーの香りに包まれながら、参加者はブ
ローチや香りのスティックを作り、完成したグッ
ズを着けたり見せ合ったりして楽しみました。











詳細は、市ホームページをご覧ください
https ://www.c i ty . ibaraki -koga. lg . jp/

古河市

Facebookページで
市のイベント情報や話題を発信中！

ci tykoga_official
Instagramページで
市の魅力的な風景を発信中！

コガドウガ～動画で発見！古河市の魅力～

YouTubeを活用して
市の魅力を動画で発信中！

＼ インスタグラムで古河の魅力を投稿しよう！／

市内で撮った写真にハッシュタグ
#こが暮らし#こが育ちをつけて投稿してください♪

毎月１枚ベストショットを選出し掲載します！

hisho.kouhou@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 秘書広報課

Q１   今月号でよかった特集や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   広報に関するご意見・ご感想をお聞かせください 

アンケート

今月のプレゼント

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。
※お店をPRしませんか。
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を
随時募集しています。詳細は秘書広報課までご連絡ください。

◀

イ ン タ ー ネ ッ ト で
市 内 情 報 を 発 信 中 ！

読者アンケート
「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください。

ハ ガ キ で 応 募

メ ー ル・ Q R コ ー ド で 応 募
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#三国橋#雲

ブルーベリージャム(200グラム)
1本(５名様)

無農薬・有機栽培

ブルーベリー農園

三和技研からの
プレゼント


